
(57)【要約】

内側管状部材（２２）を同軸状に支持する外側管状部材

（１８）を含む外科用微小切削器具（１０）。外側管状

部材（１８）は、遠位部分（３４）と、近位部分（３０

）と、遠位部分（３４）から近位部分（３０）まで延在

する中央管腔（３６）とを画定する細長い本体である。

遠位部分（３４）は、梃子先端部（４２）と切断窓（３

８）とを形成する。切断窓（３８）は、梃子先端部（４

２）に近位に位置付けられ、中央管腔につながっている

。梃子先端部（４２）は刃状縁部（４８）を終点として

おり、鈍くない。好ましい実施形態において、梃子先端

部（４２）はメス縁部を終点とする。いずれの場合も、

梃子先端部（４２）は、梃子窓（３８）から延在する頂

面（４４）を画定する。好ましい実施形態において、頂

面は、角度をなして延在し、切断窓の平面と同一平面上

に位置する。別の好ましい実施形態において、頂面は、

近位部分と遠位部分とを含む。この構造における近位部

分は、切断窓の平面と同一平面上に位置する。更に、遠

位部分は、近位部分から角度をなして上方に延在し、近

位部分との間に鈍角を画定する。使用時、外科用微小切
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 科 用 微 小 切 削 器 具 で あ っ て 、
遠 位 切 断 先 端 部 を 形 成 す る 内 側 管 状 部 材 、 並 び に 近 位 部 分 、 遠 位 部 分 、 及 び 近 位 部 分 か ら
遠 位 部 分 ま で 延 在 し て 内 側 管 状 部 材 を 移 動 可 能 に 収 容 す る サ イ ズ で あ る 中 央 管 腔 を 含 む 外
側 管 状 部 材 を 含 み 、
前 記 遠 位 部 分 は 、 中 央 管 腔 と 流 体 連 通 し 、 切 断 窓 壁 部 で 取 り 囲 ま れ 、 最 終 ア セ ン ブ リ で は
切 断 先 端 部 の 一 部 を 選 択 的 に 露 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 切 断 窓 、 及 び 切 断 窓 の 遠 位 方 向 に
延 在 し て ブ レ ー ド 端 部 を 終 点 と し 、 接 触 し た 組 織 に 口 を 切 る よ う に 構 成 さ れ た 梃 子 先 端 部
を 形 成 す る 外 科 用 微 小 切 削 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 切 断 窓 壁 部 は 遠 位 方 向 へ 先 細 に な る 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 切 断 窓 壁 部 は 、 １ ０ ～ １ ６ 度 の テ ー パ 角 を 画 定 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 遠 位 部 分 は 更 に 切 断 窓 壁 部 の 少 な く と も 一 部 周 囲 に 凹 部 を 形 成 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 梃 子 先 端 部 は 少 な く と も 遠 位 部 分 が 湾 曲 し た 底 面 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 梃 子 先 端 部 は 少 な く と も 近 位 部 分 が 外 側 管 状 部 材 の 中 心 軸 に 対 し て 切 断 窓 壁 部 よ り 下
に 延 在 す る 頂 面 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 頂 面 の 少 な く と も 近 位 部 分 が 外 側 管 状 部 材 の 中 心 軸 に 対 し て 角 度 を な し て 遠 位 方 向 に
延 在 す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
少 な く と も 頂 面 の 近 位 部 分 及 び 切 断 窓 壁 部 が 長 手 方 向 に 同 一 平 面 上 に 位 置 す る 請 求 項 ７ に
記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
頂 面 が 近 位 部 分 に 隣 接 し た 遠 位 部 分 を 更 に 含 む 請 求 項 ８ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
頂 面 が 外 側 管 状 部 材 の 中 心 軸 に 対 し て 近 位 部 分 か ら 上 方 に 延 在 す る 遠 位 部 分 を 更 に 含 む 請
求 項 ８ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
頂 面 の 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と に よ り 鈍 角 が 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
頂 面 の 長 手 方 向 断 面 が 凹 形 で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
頂 面 が 少 な く と も 一 方 に 刻 み 目 が 設 け ら れ た 対 向 縁 部 に よ り 画 定 さ れ る 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
ブ レ ー ド 端 部 の 長 手 方 向 断 面 厚 さ が ０ ． １ ４ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ０ ５ イ ン チ ） で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
切 断 窓 に 近 位 で あ る 遠 位 部 分 の 直 径 が ２ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
切 断 窓 に 近 位 で あ る 遠 位 部 分 の 直 径 が ２ ． ９ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
洞 腔 の 下 鼻 甲 介 を 縮 小 す る 方 法 で あ っ て 、
切 断 窓 を 形 成 す る 遠 位 部 分 と 切 断 窓 の 遠 位 に 延 在 す る 梃 子 先 端 部 と を 含 む 外 側 管 状 部 材 内
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に 同 軸 状 に 配 置 さ れ た 内 側 管 状 部 材 を 含 む 外 科 用 器 具 で あ っ て 、 切 断 窓 が 、 内 側 管 状 部 材
に よ っ て 形 成 さ れ た 切 断 先 端 部 を 露 出 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 梃 子 先 端 部 が ブ レ ー ド
端 部 を 終 点 と す る 器 具 を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
外 科 用 器 具 を 腔 洞 に 設 置 す る ス テ ッ プ と 、
ブ レ ー ド 及 び 梃 子 先 端 部 で 下 鼻 甲 介 に 口 を 切 る ス テ ッ プ と 、
遠 位 端 を 後 方 に 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
下 鼻 甲 介 の 粘 膜 下 組 織 を 切 除 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
粘 膜 下 組 織 を 切 除 す る ス テ ッ プ が 、 粘 膜 下 組 織 に 梃 子 先 端 部 を 係 合 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む
、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
粘 膜 下 組 織 を 切 除 す る ス テ ッ プ が 、
梃 子 先 端 部 で 粘 膜 下 組 織 を 鼻 甲 介 か ら 切 開 す る ス テ ッ プ と 、
切 開 し た 組 織 を 切 断 先 端 部 で 切 除 す る ス テ ッ プ と 、
を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
切 断 窓 が 切 断 窓 壁 部 で 区 切 ら れ て お り 、 遠 位 部 分 に お い て 、 切 断 窓 壁 部 の 少 な く と も 一 部
の 周 囲 に 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、 粘 膜 下 組 織 を 切 除 す る ス テ ッ プ が 、 粘 膜 下 組 織 に 、 凹 部
を 設 け た 領 域 の 切 断 窓 壁 部 を 係 合 さ せ る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
梃 子 先 端 部 が 、 湾 曲 し た 底 面 を 含 み 、 粘 膜 下 組 織 を 切 除 す る ス テ ッ プ が 、 遠 位 部 分 を 操 作
し て 下 鼻 甲 介 内 に て 往 復 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 湾 曲 し た 底 面 を 下 鼻 甲 介 組 織 に 沿 っ て 摺
動 さ せ る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 背 景 】
本 発 明 は 、 外 科 用 切 断 器 具 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 遠 位 先 端 部 が 組 織 切 断 を 補 助 す る よ う
に 構 成 さ れ て お り 、 下 鼻 甲 介 縮 小 処 置 に 特 に 有 用 で あ る 外 科 用 微 小 切 削 器 具 （ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ
ｃ ａ ｌ  ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ － ｓ ｈ ａ ｖ ｉ ｎ ｇ  ｉ ｎ ｓ ｔ ｒ ｕ ｍ ｅ ｎ ｔ ） に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
細 長 い 外 側 管 状 部 材 内 で 細 長 い 内 側 部 材 が 回 転 又 は 往 復 す る 外 科 用 切 除 器 具 は 、 狭 い 入 口
や 通 路 か ら 手 術 部 位 に 到 達 す る 必 要 の あ る 外 科 処 置 で 広 く 使 用 さ れ て き て い る 。 通 常 、 こ
う し た 外 側 管 状 部 材 は 、 切 断 用 ポ ー ト （ ｃ ｕ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ  ｐ ｏ ｒ ｔ ） 又 は 切 断 窓 （ ｃ ｕ ｔ
ｔ ｉ ｎ ｇ  ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ ） を 画 定 す る 遠 位 端 を 含 み 、 内 側 部 材 は 、 そ の 切 断 窓 か ら 身 体
組 織 に 係 合 し て そ れ を 切 除 す る た め の 切 断 先 端 部 を 有 す る 遠 位 端 を 含 む 。 こ の 内 側 及 び 外
側 部 材 の 近 位 端 は 共 に ハ ブ に 固 定 さ れ て お り 、 そ の ハ ブ が ハ ン ド ピ ー ス に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ハ ン ド ピ ー ス は 、 外 側 管 状 部 材 に 対 し て 内 側 部 材 を 回 転 且 つ ／ 又 は 往 復 さ せ る モ ー タ を 具
備 す る こ と が で き る 。 内 側 管 状 部 材 の 切 断 先 端 部 の 形 状 は 、 対 象 と な る 外 科 処 置 （ 例 え ば
、 切 断 、 切 除 、 剥 脱 、 切 削 な ど ） に 合 わ せ て さ ま ざ ま に 変 更 で き 、 切 断 窓 は 、 そ の 切 断 先
端 部 の 具 体 的 形 状 と 協 働 す る よ う に 適 し た 形 状 に す る こ と が で き る 。 通 常 、 内 側 管 状 部 材
は 、 切 断 、 切 除 、 剥 脱 処 置 で 剥 離 し た 組 織 を 標 的 部 位 か ら 吸 引 で き る よ う に 内 腔 を 画 定 す
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 述 し た 外 科 用 切 断 器 具 は 、 数 多 く の 外 科 処 置 、 特 に 耳 鼻 咽 喉 （ Ｅ Ｎ Ｔ ： ｅ ａ ｒ － ｎ ｏ ｄ
ｅ － ｔ ｈ ｒ ｏ ａ ｔ ） 手 術 で 有 用 で あ る 。 Ｅ Ｎ Ｔ 処 置 の 具 体 例 と し て 、 腔 洞 内 に あ る 下 鼻 甲
介 の 処 置 が 挙 げ ら れ る 。 下 鼻 甲 介 の 病 理 学 的 役 割 及 び 鼻 気 道 の 縮 小 は 周 知 で あ る 。 簡 単 に
言 え ば 、 腔 洞 内 の 下 鼻 甲 介 が さ ま ざ ま な 理 由 か ら 肥 大 す る 、 又 は 腫 れ る （ 例 え ば 下 鼻 甲 介
肥 厚 ） の で あ る 。 こ の 炎 症 が 起 こ る と 、 患 者 の 鼻 気 道 が ふ さ が れ て 、 呼 吸 が 困 難 に な る 。
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薬 物 治 療 で は う ま く 対 処 で き な か っ た 場 合 、 好 ま し い 外 科 治 療 と し て 下 鼻 甲 介 の 粘 膜 下 組
織 を 切 除 し て 、 下 鼻 甲 介 を 縮 小 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
下 鼻 甲 介 縮 小 に 関 し て 、 利 用 可 能 な 技 法 の 例 と し て 、 鼻 甲 介 切 除 、 粘 膜 下 鼻 甲 介 切 除 、 下
鼻 甲 介 整 形 術 、 寒 冷 療 法 、 粘 膜 下 電 気 外 科 術 及 び レ ー ザ 鼻 甲 介 整 形 術 が 挙 げ ら れ る 。 残 念
な こ と に 、 上 記 技 法 の そ れ ぞ れ は 多 く の 場 合 、 出 血 、 痂 皮 形 成 、 癒 着 形 成 及 び 萎 縮 性 鼻 炎
な ど の 短 期 及 び 長 期 に わ た る 合 併 症 を 伴 う 。 こ れ は 、 標 的 部 位 に 到 達 す る た め に 粘 膜 を 犠
牲 に す る か ら で あ る 。 こ う し た 合 併 症 発 症 の 可 能 性 か ら 考 え て 、 術 者 は 近 年 、 下 鼻 甲 介 の
内 側 組 織 を 切 除 又 は 切 削 す る た め に 、 上 述 し た 外 科 用 切 断 器 具 、 具 体 的 に 言 え ば ２ ｍ ｍ 型
外 科 用 切 削 器 具 を 使 用 し 始 め て お り 、 こ れ を 用 い て 、 鼻 甲 介 前 方 に 穴 を 開 け て か ら 、 切 断
先 端 部 を 後 方 に 移 動 さ せ て 標 的 組 織 を 切 除 す る 。 内 側 組 織 を 切 除 す る こ と に よ り 、 鼻 甲 介
は 内 側 方 向 に 収 縮 し て 治 癒 し て い く た め 、 鼻 気 流 を 良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
腔 洞 内 で 肥 大 又 は 腫 れ た 下 鼻 甲 介 の 治 療 に 外 科 用 微 小 切 除 器 具 又 は 切 削 器 具 を 使 用 す れ ば
、 極 め て 確 実 に 治 癒 さ せ ら れ る よ う に み え る 。 事 実 、 微 小 切 削 器 具 を 用 い る と 、 上 部 に 位
置 す る 気 道 上 皮 は 保 存 し つ つ 、 粘 膜 下 血 管 間 質 組 織 を 容 積 的 に 縮 小 す る と い う 第 １ の 目 標
は 最 も よ く 達 成 さ れ る 。 残 念 な こ と に 、 下 鼻 甲 介 切 除 に 現 在 利 用 可 能 な 器 具 に は 、 鈍 く 、
穿 孔 型 動 作 の 助 け と な ら な い 遠 位 端 を 有 す る 。 更 に 、 利 用 可 能 な 外 科 用 微 小 切 削 器 具 は 、
腔 洞 の 鼻 甲 介 内 側 の 骨 か ら 組 織 を 切 除 す る の に 、 術 者 が 頼 る の は 切 断 窓 だ け と い う 構 成 に
な っ て い る 。 対 象 と な る 組 織 は 一 般 に 骨 に 「 密 着 」 す る た め 、 こ の 処 置 は 難 し く 、 時 間 が
か か る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
外 科 用 微 小 切 削 器 具 に よ る 下 鼻 甲 介 縮 小 処 置 は 、 見 か け 上 極 め て 実 用 的 で あ る た め 、 他 の
鼻 甲 介 縮 小 技 法 で は 関 連 し て 起 こ る 合 併 症 を 防 止 す る 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 残 念 な こ と
に 、 現 在 利 用 可 能 な 微 小 切 削 器 具 は 、 下 鼻 甲 介 部 位 の ニ ー ズ を 満 た す 設 計 に な っ て い な い
。 従 っ て 、 下 鼻 甲 介 用 の 外 科 用 微 小 切 削 器 具 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 の 一 態 様 は 、 内 側 管 状 部 材 を 同 軸 状 に 維 持 す る 外 側 管 状 部 材 を 含 む 外 科 用 微 小 切 削
器 具 に 関 す る 。 外 側 管 状 部 材 は 、 遠 位 部 分 、 近 位 部 分 、 及 び そ の 遠 位 部 分 か ら 近 位 部 分 ま
で 延 在 す る 中 央 管 腔 を 画 定 す る 細 長 い 本 体 で あ る 。 遠 位 部 分 は 、 梃 子 先 端 部 （ ｅ ｌ ｅ ｖ ａ
ｔ ｏ ｒ  ｔ ｉ ｐ ） と 切 断 窓 と を 形 成 す る 。 切 断 窓 は 、 梃 子 先 端 部 の 近 位 に 位 置 付 け ら れ 、
中 央 管 腔 に つ な が っ て い る 。 梃 子 先 端 部 は 、 刃 状 縁 部 を 終 点 と し て お り 、 鈍 く な い 。 好 ま
し い 実 施 形 態 に お い て 、 梃 子 先 端 部 は メ ス 縁 部 を 終 点 と す る 。 い ず れ の 場 合 も 、 梃 子 先 端
部 は 、 梃 子 窓 か ら 延 在 す る 頂 面 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 頂 面 は 、 角 度 を な し て 延 在 し て 、 切 断 窓 の 平 面 と 同 一 平
面 上 に 位 置 す る 。 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 頂 面 は 、 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と を
含 む 。 こ の 構 成 に お け る 近 位 部 分 は 、 切 断 窓 の 平 面 と 同 一 平 面 上 に 位 置 し 、 遠 位 部 分 は 、
近 位 部 分 か ら 角 度 を な し て 上 方 に 延 在 し て 近 位 部 分 と の 間 に 鈍 角 を な す 。 使 用 時 、 外 科 用
微 小 切 削 器 具 を 下 鼻 甲 介 に 向 け て 送 達 す る 。 梃 子 先 端 部 を 用 い て 、 鼻 甲 介 を 穿 孔 し た 上 で
鼻 甲 介 か ら 組 織 を 切 除 す る こ と に よ り 、 改 良 型 組 織 ／ 器 具 係 合 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 好 ま し い 実 施 形 態 の 説 明 】
外 科 用 微 小 切 削 器 具 又 は ブ レ ー ド １ ０ の 好 ま し い 実 施 形 態 を 図 １ に 示 す 。 微 小 切 削 器 具 １
０ は 、 外 側 ブ レ ー ド ア セ ン ブ リ １ ２ と 内 側 ブ レ ー ド ア セ ン ブ リ １ ４ と を 含 む 。 外 側 ブ レ ー
ド ア セ ン ブ リ １ ２ は 、 外 側 ハ ブ １ ６ と 外 側 管 状 部 材 １ ８ と を 含 み 、 内 側 ブ レ ー ド ア セ ン ブ
リ １ ４ は 、 内 側 ハ ブ ２ ０ と 内 側 伸 張 部 材 ２ ２ と を 含 む （ 図 ２ に 図 示 ） 。 利 用 可 能 な 他 の 微
小 切 削 器 具 と 同 様 に 、 内 側 伸 張 部 材 ２ ２ は 、 外 側 管 状 部 材 １ ８ 内 に 同 軸 状 に 収 容 さ れ る サ
イ ズ と な っ て い る 。 し か し 、 以 下 に よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 微 小 切 削 器 具 １ ０ は 、 下
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鼻 甲 介 縮 小 処 置 を 最 適 に 実 行 で き る よ う に 特 別 な 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
当 技 術 分 野 で 周 知 で あ る よ う に 、 外 側 管 状 部 材 １ ８ は 、 外 側 ハ ブ １ ６ か ら 遠 位 方 向 に 延 在
す る 。 こ の た め 、 外 側 ハ ブ １ ６ に は 、 当 技 術 分 野 で 周 知 で あ る 多 種 多 様 な 形 態 が 想 定 さ れ
、 例 え ば 、 潅 注 ポ ー ト ２ ４ を 形 成 す る こ と が で き る 。 別 法 と し て 、 別 法 に よ る 一 実 施 形 態
に お い て 、 微 小 切 削 器 具 １ ０ を 、 外 側 ハ ブ １ ６ な し で 操 作 で き る よ う に 構 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ も 参 照 す る と 、 外 側 管 状 部 材 １ ８ は 、 近 位 部 分 ３ ０ と 、 中 間 部 分 ３ ２ と 、 遠 位 部 分 ３
４ と 、 中 央 管 腔 ３ ６ と を 画 定 す る 細 長 い 管 状 体 で あ る 。 外 側 管 状 部 材 １ ８ を 、 好 ま し く は
３ ０ ４ ス テ ン レ ス 鋼 で あ る 、 比 較 的 硬 く 、 手 術 上 安 全 な 材 料 で 形 成 す る 。 中 央 管 腔 ３ ６ は
、 遠 位 部 分 ３ ４ か ら 近 位 部 分 ３ ０ ま で 延 在 す る 。 こ の 遠 位 部 分 ３ ４ に 、 以 下 に よ り 詳 細 に
説 明 す る よ う に 、 中 央 管 腔 ３ ６ に 流 体 連 通 し た 切 断 窓 ３ ８ （ 概 略 を 図 ２ に 図 示 ） を 形 成 す
る 。 同 様 に 、 近 位 部 分 ３ ０ に 、 中 央 管 腔 ３ ６ と 流 体 連 通 し た 潅 注 口 ４ ０ を 形 成 す る 。 最 終
ア セ ン ブ リ に お い て 、 こ の 潅 注 口 ４ ０ は 、 外 側 ハ ブ １ ６ に よ っ て 形 成 さ れ た 潅 注 ポ ー ト ２
４ と 位 置 合 わ せ さ れ た 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、 中 央 管 腔 ３ ６ を 介 し て 切 断 窓 ３ ８ か ら 流
体 を 潅 注 （ ｉ ｒ ｒ ｉ ｇ ａ ｔ ｅ ｄ ） さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ で は 、 近 位 部 分 ３ ０ を 、 外 側 ハ ブ １ ６ と 組 み 合 わ せ ら れ る よ う に 、 直 径 を わ ず か に 拡
大 し た も の と し て 図 示 す る が 、 外 側 管 状 部 材 １ ８ の そ の 他 の 部 分 は 好 ま し く は 、 下 鼻 甲 介
縮 小 処 置 に 適 し た サ イ ズ に す る 。 具 体 的 に い え ば 、 中 間 部 分 ３ ２ 並 び に 、 切 断 窓 ３ ８ に 隣
接 す る 遠 位 部 分 ３ ４ の 大 半 の 外 径 は 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 ２ ｍ ｍ で あ る 。 別 法 と
し て 、 中 間 部 分 ３ ２ 並 び に 、 切 断 窓 ３ ８ に 隣 接 す る 遠 位 部 分 ３ ４ の 大 半 の 外 径 を ２ ． ９ ｍ
ｍ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
遠 位 部 分 ３ ４ の 好 ま し い 実 施 形 態 を 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に よ り 詳 細 に 示 す 。 上 述 し た よ う
に 、 遠 位 部 分 ３ ４ に 、 中 央 管 腔 ３ ６ と 流 体 連 通 し た 切 断 窓 ３ ８ を 形 成 し 、 切 断 窓 ３ ８ を 、
切 断 窓 壁 部 ３ ９ で 画 定 す る 。 更 に 、 遠 位 部 分 ３ ４ は 、 切 断 窓 ３ ８ か ら 遠 位 に 延 在 す る 梃 子
先 端 部 ４ ２ を 形 成 す る 。 梃 子 先 端 部 ４ ２ は 、 図 ３ Ｂ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 対 向 す る 頂
面 及 び 底 面 ４ ４ 、 ４ ６ を 含 む 。 表 面 ４ ４ 、 ４ ６ の 幅 を 遠 位 方 向 に 先 細 り に し 、 好 ま し く は
、 比 較 的 鋭 利 な 、 又 は ブ レ ー ド 状 で あ る 端 部 ４ ８ を 終 点 と す る 。 従 っ て 、 端 部 ４ ８ が 、 接
触 し た 組 織 を 簡 単 に 穿 孔 す る ブ レ ー ド と し て の 役 割 を 果 た す 。 一 基 準 と し て 、 好 ま し い 実
施 形 態 に お け る ブ レ ー ド 端 部 ４ ８ の 厚 さ を ０ ． １ ４ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ０ ５ イ ン チ ） と す る 。 現
在 利 用 可 能 な 微 小 切 削 器 具 と は 異 な り 、 梃 子 先 端 部 ４ ２ 及 び 具 体 的 に 言 え ば 刃 状 端 部 ４ ８
は 、 鈍 く な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
切 断 窓 ３ ８ に お け る 組 織 と の 相 互 作 用 を 改 良 す る た め 、 遠 位 部 分 ３ ４ に お い て 、 大 部 分 の
切 断 窓 ３ ８ 周 囲 に 凹 部 ５ ０ を 形 成 す る 。 具 体 的 に 言 え ば 、 図 ３ Ｂ で 最 も よ く わ か る よ う に
、 好 ま し く は 、 切 断 窓 ３ ８ を 遠 位 方 向 に 角 度 を つ け て 延 在 さ せ る こ と に よ り 、 遠 位 部 分 ３
４ の 高 さ が 先 端 に 向 け て 低 く な る よ う に （ 図 ３ Ｂ の 水 平 方 向 に 対 し て ） 、 切 断 窓 壁 部 ３ ９
を 形 成 し 、 方 向 付 け る 。 こ の 切 断 窓 壁 部 ３ ９ 及 び 切 断 窓 ３ ８ の テ ー パ 角 を 、 図 ３ Ｂ で 角 度
θ と し て 表 す 。 θ は 、 好 ま し く は 、 お よ そ １ ０ ～ １ ６ ° で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 １ ３ °
で あ る 。 壁 部 ３ ９ が 凹 部 ５ ０ に 対 し て 外 向 き に 効 果 的 に 突 出 す る よ う に 、 凹 部 ５ ０ を 切 断
窓 壁 部 ３ ９ の 周 囲 に 画 定 す る 。 壁 部 を 突 出 さ せ る こ と に よ り 、 明 瞭 に 区 別 可 能 で あ る 、 鋭
利 な 縁 部 を 設 け た 表 面 が 得 ら れ る た め 、 こ れ を 用 い て 、 組 織 を 係 合 且 つ ／ 又 は 切 断 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
切 断 窓 ３ ８ に 遠 位 に お け る 凹 部 ５ ０ の 形 状 を 、 図 ３ Ｂ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 好 ま し く
は 、 凹 形 と す る 。 こ れ を 念 頭 に お い て 、 頂 面 ４ ４ を 、 凹 部 ５ ０ か ら 直 線 状 に 延 在 さ せ 、 先
端 に 向 け て 底 面 ４ ６ に 対 す る 高 さ を 低 下 さ せ る 。 具 体 的 に 言 え ば 、 頂 面 ４ ４ の 平 面 を 、 好
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ま し く は 、 切 断 窓 壁 部 ３ ９ が 画 定 す る 平 面 と 整 合 さ せ る 。 従 っ て 、 頂 面 ４ ４ は 、 水 平 方 向
に 対 し て 角 度 θ に 相 当 す る 角 度 を な す 。 最 後 に 、 底 面 ４ ６ を 、 好 ま し く は 、 端 部 ４ ８ に 向
け て 湾 曲 さ せ る 。 し か し 、 遠 位 部 分 ３ ４ 及 び 具 体 的 に 言 え ば 梃 子 先 端 部 ４ ２ の 上 述 し た 構
造 は 、 許 容 範 囲 内 の 一 構 造 で あ る 。 例 え ば 、 別 法 に よ る 遠 位 部 分 ６ ０ を 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ
に 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 場 合 も 、 遠 位 部 分 ６ ０ に 、 切 断 窓 ６ ２ と 切 断 窓 ６ ２ の 遠 位 に 位 置 す る 梃 子 先 端 部 ６ ４
と を 形 成 す る 。 切 断 窓 ６ ２ を 、 切 断 窓 壁 部 ６ ３ で 画 定 す る 。 凹 部 ６ ５ を 、 大 部 分 の 壁 部 ６
３ 周 囲 に 形 成 す る 。 梃 子 先 端 部 ６ ４ は 、 近 位 領 域 ６ ６ と 、 遠 位 領 域 ６ ８ と を 含 み 、 近 位 領
域 ６ ６ は 凹 部 ６ ５ か ら 延 在 す る 部 分 で あ る 。 凹 部 ６ ５ は 、 図 ３ Ａ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ
く 、 遠 位 方 向 に テ ー パ 角 を な す 切 断 窓 壁 部 ６ ３ の 大 半 の 周 囲 で 、 こ れ よ り 低 い 位 置 に 延 在
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
凹 部 ６ ５ を 設 け 、 テ ー パ 角 を つ け て 切 断 窓 ６ ２ を 延 在 さ せ る こ と に よ り 、 最 終 ア セ ン ブ リ
で 中 央 管 腔 ３ ６ 内 に 配 置 さ れ る 切 断 先 端 部 （ 図 示 せ ず ） を 、 露 出 さ せ や す く な る 。 更 に 、
壁 部 ６ ３ を 凹 部 ６ ５ よ り 上 に 突 出 さ せ る こ と で 、 明 瞭 に 区 別 可 能 で あ る 、 鋭 利 な 縁 部 を 設
け た 表 面 が 得 ら れ る た め 、 こ れ を 用 い て 組 織 を 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
頂 面 ７ ０ 及 び 底 面 ７ ２ に よ り 主 に 画 定 さ れ る 、 梃 子 先 端 部 ６ ４ の 近 位 領 域 ６ ６ の 幅 は 、 比
較 的 一 定 で あ る 。 頂 面 ７ ０ は 、 切 断 窓 ６ ２ の 遠 位 に 位 置 し て 凹 形 で あ る 凹 部 ６ ５ か ら 延 在
す る 部 分 で あ る 。 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 、 頂 面 ７ ０ を 、 底 面 ７ ２ に 対 し て 高 さ を 斬 減 し な が
ら 、 凹 部 ６ ５ か ら 角 度 を つ け て 延 在 さ せ る 。 頂 面 の 角 度 方 向 は 、 切 断 窓 壁 部 ６ ３ が 画 定 す
る テ ー パ 角 に 相 当 す る 。 従 っ て 、 頂 面 ７ ０ は 、 切 断 窓 壁 部 ６ ３ が 画 定 す る 平 面 と 略 整 合 さ
れ る 、 又 は 同 一 平 面 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
遠 位 領 域 ６ ８ は 、 近 位 領 域 ６ ６ か ら 延 在 し 、 ブ レ ー ド 端 部 ８ ０ を 終 点 と す る 部 分 で あ る 。
図 ４ Ａ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 遠 位 領 域 ６ ８ の 幅 は 先 細 り に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、
ブ レ ー ド 端 部 ８ ０ は 、 最 小 の 力 を 加 え れ ば 身 体 組 織 に 口 を 切 る 、 又 は 身 体 組 織 を 穿 孔 す る
こ と が で き る 比 較 的 鋭 利 な 先 端 部 で あ る 。 近 位 領 域 ６ ６ の 場 合 と 同 じ く 、 遠 位 領 域 ６ ８ は
、 頂 面 ８ ２ と 底 面 ８ ４ と を 含 む 。 図 ４ Ｂ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 遠 位 領 域 ６ ８ の 頂 面 ８
２ は 、 近 位 領 域 ６ ６ の 頂 面 ７ ０ か ら 上 方 に 角 度 を な し て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 遠 位 領 域 ６ ８ の 頂 面 ８ ２ 及 び 近 位 領 域 ６ ６ の 頂 面 ７ ０ は 、 お
よ そ １ ３ ０ ° ～ １ ６ ０ ° 、 よ り 好 ま し く は １ ４ ７ ° の 鈍 角 を な す 。 遠 位 領 域 ６ ８ の 底 面 ８
４ は 、 ブ レ ー ド 端 部 ８ ０ に 向 け て 湾 曲 し て 、 又 は 弓 状 に 、 近 位 領 域 ６ ６ の 底 面 ７ ２ か ら 延
在 す る 。 こ う し た 構 造 に よ り 、 梃 子 先 端 部 ６ ４ 及 び 具 体 的 に 言 え ば 遠 位 領 域 ６ ８ は 、 外 科
用 微 小 切 削 器 具 １ ０ （ 図 １ ） を 下 鼻 甲 介 （ 図 示 せ ず ） に 設 置 し て 、 組 織 を 切 除 し や す く し
た 最 適 な 形 状 と な っ て い る 。 更 に 、 遠 位 領 域 ６ ８ の 底 面 ８ ４ を 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 切
除 又 は 切 削 処 置 時 に 下 鼻 甲 介 内 で 遠 位 部 分 ６ ０ を 往 復 運 動 さ せ や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に 別 法 に よ る 実 施 形 態 で あ る 遠 位 部 分 ９ ０ を 、 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 示 す 。 遠 位 部 分 ９ ０
に 、 切 断 窓 ９ ２ と 、 切 断 窓 ９ ２ の 遠 位 に 位 置 す る 梃 子 先 端 部 ９ ４ と を 形 成 し 、 切 断 窓 ９ ２
を 、 切 断 窓 壁 部 ９ ６ で 画 定 す る 。 図 ５ Ａ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 凹 部 ９ ８ を 、 大 部 分 の
壁 部 ９ ６ 周 囲 に 形 成 す る 。 上 述 し た 遠 位 部 分 ３ ４ 、 ６ ０ と は 異 な り 、 凹 部 ９ ８ は 、 切 断 窓
壁 部 ９ ６ の わ ず か な 遠 位 部 分 に し か 延 在 し て い な い 。 言 い 換 え れ ば 、 遠 位 部 分 ９ ０ は 、 切
断 窓 ９ ２ か ら 、 切 断 窓 ９ ２ の す ぐ 遠 位 に あ る 梃 子 先 端 部 ９ ４ に 移 行 す る 。 梃 子 先 端 部 ９ ４
に つ い て 説 明 す る と 、 梃 子 先 端 部 ９ ４ を 、 頂 面 １ ０ ０ と 底 面 １ ０ ２ と で 画 定 す る 。 頂 面 １
０ ０ は 、 好 ま し く は 、 切 断 窓 壁 部 ９ ６ か ら 下 方 に 延 在 す る 凹 面 で あ る 。 事 実 上 、 下 方 に 延
在 す る 頂 面 １ ０ ０ が 、 上 述 し た 凹 部 ５ ０ （ 図 ３ Ａ ） 、 ６ ５ （ 図 ４ Ａ ） に 相 当 す る 。 頂 面 １
０ ０ を 凹 形 表 面 に し 、 切 断 窓 ９ ２ に 遠 位 方 向 に テ ー パ 角 を つ け る こ と に よ り 、 最 終 ア セ ン
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ブ リ で 中 央 管 腔 ３ ６ 内 に 配 置 さ れ る 切 断 先 端 部 （ 図 示 せ ず ） を 、 露 出 さ せ や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
梃 子 先 端 部 ９ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 好 ま し い 特 徴 を 更 に 得 ら れ る 。 第 一 に 、 梃 子 先 端 部
９ ４ は ブ レ ー ド 端 部 １ ０ ４ を 終 点 と す る 。 図 ５ Ａ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 梃 子 先 端 部 ９
４ の 幅 は 遠 位 方 向 に 先 細 り に な っ て い る た め 、 ブ レ ー ド 端 部 １ ０ ４ は 、 最 小 の 力 を 加 え れ
ば 身 体 組 織 に 口 を 切 る 、 又 は 身 体 組 織 を 穿 孔 で き る 比 較 的 鋭 利 な 先 端 部 と な っ て い る 。 更
に 、 底 面 １ ０ ２ を 、 好 ま し く は 湾 曲 さ せ て 、 切 除 又 は 切 削 処 置 時 に 下 鼻 甲 介 （ 図 示 せ ず ）
内 で 遠 位 部 分 ９ ０ を 往 復 運 動 さ せ や す く す る 。 ま た 、 頂 面 １ ０ ０ を 、 対 向 縁 部 １ ０ ６ で 画
定 す る 。 図 ５ Ｂ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 １ つ 又 は 複 数 の 刻 み 目 １ ０ ８ を 縁 部 １ ０ ６ に 形
成 す る 。 こ の 刻 み 目 １ ０ ８ を 、 接 触 し た 組 織 を 容 易 に 切 除 又 は 切 削 で き る 形 状 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 別 法 に よ る 実 施 形 態 の 遠 位 部 分 １ ２ ０ を 、 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ に 示 す 。 遠 位 部 分 １ ２ ０
に 、 切 断 窓 １ ２ ２ と 、 切 断 窓 １ ２ ２ の 遠 位 に あ る 梃 子 先 端 部 １ ２ ４ と を 形 成 し 、 切 断 窓 １
２ ２ を 、 切 断 窓 壁 部 １ ２ ６ で 画 定 す る 。 図 ６ Ａ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 凹 部 １ ２ ８ を 、
大 部 分 の 壁 部 １ ２ ６ 周 囲 に 形 成 す る 。 遠 位 部 分 ９ ０ （ 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ ） の 場 合 と 同 じ く
、 凹 部 １ ２ ８ は 切 断 窓 壁 部 １ ２ ６ の 遠 位 に わ ず か に 延 在 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 遠 位 部 分 １
２ ０ は 、 切 断 窓 １ ２ ２ か ら 、 切 断 窓 １ ２ ２ の す ぐ 遠 位 に あ る 梃 子 先 端 部 １ ２ ４ に 移 行 す る
。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 切 断 窓 壁 部 １ ２ ６ は 、 遠 位 部 分 １ ２ ０ の 中 心 軸 に
対 し て 遠 位 方 向 に テ ー パ 角 を な す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
梃 子 先 端 部 １ ２ ４ は 、 頂 面 １ ３ ０ と 、 第 １ の 部 分 １ ３ ４ 及 び 第 ２ の 部 分 １ ３ ６ に 沿 っ て 延
在 す る 底 面 １ ３ ２ と を 含 む 。 梃 子 先 端 部 １ ２ ４ は ブ レ ー ド 端 部 １ ３ ８ を 終 点 と す る 。 図 ６
Ａ で 最 も よ く わ か る よ う に 、 梃 子 先 端 部 の 幅 は 、 遠 位 方 向 に 先 細 っ て い る た め 、 ブ レ ー ド
端 部 １ ３ ８ は 、 最 小 の 力 を 加 え れ ば 身 体 組 織 に 口 を 切 る 、 又 は 身 体 組 織 を 穿 孔 で き る 比 較
的 鋭 利 な 先 端 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
梃 子 先 端 部 １ ２ ４ の 第 １ の 部 分 １ ３ ４ で は 、 頂 面 １ ３ ０ を 、 好 ま し く は 、 切 断 窓 壁 部 １ ２
６ の 遠 位 端 に 対 し て 窪 み を な す 凹 面 と す る 。 例 え ば 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の
部 分 １ ３ ４ に お け る 頂 面 １ ３ ０ は 、 そ の 長 手 方 向 断 面 に お い て 半 径 を お よ そ １ ． ５ ｍ ｍ （
お よ そ ０ ． ０ ６ イ ン チ ） と す る 凹 形 湾 曲 部 を 画 定 す る 。 こ の 寸 法 は 他 で も よ い 。 い ず れ に
し て も 、 こ の 好 ま し い 形 状 に よ り 、 最 終 ア セ ン ブ リ で は 中 央 管 腔 ３ ６ 内 に 配 置 さ れ る 切 断
先 端 部 （ 図 示 せ ず ） を 、 露 出 さ せ や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
底 面 １ ３ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ に 沿 っ て 湾 曲 す る 。 し か し 、 上 記 実 施
形 態 の 場 合 と は 異 な り 、 底 面 １ ３ ２ は 、 第 １ の 部 分 １ ３ ４ か ら 第 ２ の 部 分 １ ３ ６ に か け て
、 長 手 方 向 断 面 に す る と 凹 形 湾 曲 部 を 形 成 す る （ 図 ６ Ｂ に 図 示 ） 。 底 面 １ ３ ２ を こ の 好 ま
し い 形 状 に す る こ と に よ り 、 梃 子 先 端 部 １ ２ ４ を 下 鼻 甲 介 （ 図 示 せ ず ） 内 で 後 方 に 移 動 さ
せ や す く な る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 図 ６ Ｂ の 断 面 図 で い え ば 、 底 面 １ ３ ２ を 第 １
の 部 分 か ら ブ レ ー ド 端 部 １ ３ ８ ま で 、 １ ． ３ ～ １ ． ５ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ５ ６ ～ ０ ． ０ ６ イ ン チ
） 、 最 も 好 ま し く は １ ． ４ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ５ ８ イ ン チ ） の 好 ま し い 距 離 （ 高 さ ） だ け 持 ち 上
げ る よ う に 湾 曲 さ せ る 。 こ の 寸 法 は 他 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
い ず れ の 形 態 を と る に し て も 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 遠 位 部 分 ３ ４ （ 図 ３ Ａ ） 、 ６
０ （ 図 ４ Ａ ） 、 ９ ０ （ 図 ５ Ａ ） 又 は １ ２ ０ （ 図 ６ Ａ ） を 、 外 側 管 状 部 材 １ ８ （ 図 ２ ） の 他
の 部 分 と は 別 に 形 成 し て か ら 、 こ れ に 組 み 合 わ せ る 。 こ の 製 造 技 法 の 場 合 、 遠 位 部 分 ３ ４
、 ６ ０ 、 ９ ０ 、 １ ２ ０ を 、 厳 密 な 製 造 公 差 に よ り な じ み や す い 材 料 で 形 成 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お け る 遠 位 部 分 ３ ４ 、 ６ ０ 、 ９ ０ 、 １ ２ ０ を 、 熱 処 理 済
み １ ７ － ４ ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 し 、 外 側 管 状 部 材 １ ８ の 残 り の 部 分 を ３ ０ ４ ス テ ン レ ス 鋼
材 料 に す る 。 い ず れ に し て も 、 こ う し て 形 成 し た 遠 位 部 分 ３ ４ 、 ６ ０ 、 ９ ０ 、 １ ２ ０ を 、
レ ー ザ 溶 接 な ど に よ り 外 側 管 状 部 材 １ ８ の 中 間 部 分 ３ ２ に 固 定 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ に 戻 る と 、 内 側 ブ レ ー ド ア セ ン ブ リ １ ４ は 、 当 技 術 分 野 で 周 知 の 型 で あ る た め 、 内 側
管 状 部 材 ２ ２ は 内 側 ハ ブ ２ ０ か ら 延 在 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 内 側 ハ ブ ２ ０ を
、 使 用 時 、 内 側 ブ レ ー ド ア セ ン ブ リ １ ４ を 自 動 操 縦 す る よ う に 操 作 で き る ハ ン ド ピ ー ス （
図 示 せ ず ） に 選 択 的 に 装 着 可 能 な 構 造 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
内 側 管 状 部 材 ２ ２ の 遠 位 端 に 、 切 断 先 端 部 １ ５ ０ を 形 成 す る 。 最 終 ア セ ン ブ リ に お い て 、
図 １ の 一 実 施 形 態 で は 、 切 断 先 端 部 １ ５ ０ を 切 断 窓 ３ ８ か ら 露 出 で き る よ う に 、 内 側 管 状
部 材 ２ ２ を 外 側 管 状 部 材 １ ８ 内 に 同 軸 状 に 配 置 す る 。 切 断 先 端 部 １ ５ ０ と し て 、 多 種 多 様
な 形 態 が 想 定 さ れ 、 好 ま し く は 、 切 断 先 端 部 １ ５ ０ に 、 組 織 に 係 合 し て 切 除 （ 又 は 切 削 ）
す る よ う に 設 計 さ れ た 一 連 の 歯 又 は 切 断 縁 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 外 科 用 微 小 切 削 器 具 １ ０ は 、 下 鼻 甲 介 縮 小 処 置 に 特 に 有 用
で あ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 ブ レ ー ド 端 部 ４ ８ （ 図 ３ Ａ ） 、 ８ ０ （ 図 ４ Ａ ） 、 １
０ ４ （ 図 ５ ） 又 は １ ３ ８ （ 図 ６ Ａ ） を 、 粘 膜 皮 膚 移 行 部 の す ぐ 内 側 で あ る 下 鼻 甲 介 の 前 面
内 に 挿 入 し た 状 態 で 、 組 立 て た 器 具 １ ０ を 腔 洞 に 設 置 す る 。 次 に 、 ブ レ ー ド 端 部 ４ ８ 、 ８
０ 、 １ ０ ４ 、 １ ３ ８ を 鼻 甲 介 に 向 け て 押 入 れ て 、 鼻 甲 介 粘 膜 内 に 穿 孔 す る 。 ブ レ ー ド 端 部
４ ８ 、 ８ ０ 、 １ ０ ４ 、 １ ３ ８ が 比 較 的 鋭 利 で あ る た め 、 現 在 利 用 可 能 な 、 端 部 の 鈍 い 器 具
に 比 較 し て 、 容 易 に 組 織 を 穿 孔 す る こ と が で き る 。 次 に 、 遠 位 部 分 ３ ４ （ 図 ３ Ａ ） 、 ６ ０
（ 図 ４ Ａ ） 、 ９ ０ （ 図 ５ Ａ ） 、 １ ２ ０ （ 図 ６ Ａ ） を 後 方 に 移 動 さ せ て 、 下 鼻 甲 介 の 粘 膜 下
を 切 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 遠 位 部 分 ３ ４ 、 ６ ０ 、 ９ ０ 、 １ ２ ０ を 前 方 か ら 後 方 へ 、 表 層
か ら 内 側 へ の 掬 い 取 る よ う な 動 き で 粘 膜 下 に ポ ケ ッ ト を 切 断 す る 。 十 分 な ポ ケ ッ ト を 形 成
し た ら 、 好 ま し く は 、 切 断 先 端 部 １ ５ ０ を 側 方 に 向 け て 脂 肪 吸 引 術 と 同 じ よ う に 前 後 に 掃
討 移 動 さ せ な が ら 、 組 織 の 切 除 を 開 始 す る 。 い ず れ に し て も 、 内 側 管 状 部 材 ２ ２ の 切 断 先
端 部 １ ５ ０ 並 び に 、 梃 子 先 端 部 ４ ２ （ 図 ３ Ａ ） 、 ６ ４ （ 図 ４ Ａ ） 、 ９ ４ （ 図 ５ Ａ ） 又 は １
２ ４ （ 図 ６ Ａ ） の 他 の 部 分 に 対 し て 突 出 す る 切 断 窓 壁 部 ３ ９ （ 図 ３ Ａ ） 、 ６ ３ （ 図 ４ Ａ ）
、 ９ ６ （ 図 ５ Ａ ） 又 は １ ２ ２ （ 図 ６ Ａ ） が そ れ ぞ れ 、 接 触 し た 組 織 に 対 す る 係 合 及 び 切 除
の 補 助 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
更 に 、 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ の 実 施 形 態 で は 、 縁 部 １ ０ ６ に 刻 み 目 １ ０ ８ を 形 成 し て あ る た め
、 接 触 し た 組 織 に 対 す る 係 合 及 び 切 除 が 容 易 で あ る 。 事 実 上 、 梃 子 先 端 部 ４ ２ 、 ６ ４ 、 ９
４ 、 １ ２ ４ が 鼻 甲 介 内 側 の 骨 か ら 組 織 を 切 除 す る た め 、 内 側 管 状 部 材 ２ ２ の 切 断 先 端 部 １
５ ０ は 所 望 組 織 に よ り 容 易 に 接 触 し て 、 こ れ を 切 除 又 は 切 削 す る こ と が で き る 。 ハ ン ド ピ
ー ス （ 図 示 せ ず ） を 操 作 し て 、 切 断 先 端 部 １ ５ ０ に よ り 、 接 触 し た 組 織 を 迅 速 に 切 除 又 は
切 削 し 、 こ う し て 除 去 し た 組 織 を 標 的 部 位 か ら 吸 引 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 に よ る 外 科 用 微 小 切 削 器 具 は 、 従 来 の 設 計 に 比 較 し て 著 し く 改 良 さ れ る 。 下 鼻 甲 介
縮 小 処 置 に 関 し て 、 微 小 切 削 器 具 を 使 用 す れ ば 、 切 除 対 象 で あ る 粘 膜 下 組 織 に 到 達 す る た
め に 粘 膜 を 破 壊 す る こ と が な い た め 、 他 の 利 用 可 能 な 技 法 （ 例 え ば 、 凍 結 手 術 、 電 気 焼 灼
、 レ ー ザ な ど ） に 対 し て 明 ら か な 利 点 が 得 ら れ る 。 そ の 上 、 利 用 可 能 な ２ ｍ ｍ 及 び ２ ． ９
ｍ ｍ 型 微 小 切 削 器 具 に 比 較 す る と 、 本 発 明 に 付 随 す る 梃 子 先 端 部 の 場 合 、 容 易 に 下 鼻 甲 介
に 口 を 切 る と 同 時 に 、 鼻 甲 介 か ら 標 的 組 織 を 切 開 す る こ と が で き る た め 、 よ り 有 効 で 効 率
の よ い 切 断 を 推 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 、 本 発 明 を 、 好 ま し い 実 施 形 態 を 参 照 し な が ら 説 明 し て き た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本
発 明 の 趣 旨 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 形 態 及 び 詳 細 に つ い て さ ま ざ ま な 変 更 を 加 え
ら れ る こ と が 明 白 で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】
本 発 明 に よ る 外 科 用 微 小 切 削 器 具 の 側 面 図 。
【 図 ２ 】
図 １ の 器 具 の 分 解 組 立 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
図 ３ Ａ は 、 図 １ の 器 具 の 梃 子 先 端 部 分 を 示 す 拡 大 斜 視 図 、 図 ３ Ｂ は 、 図 ３ Ａ の 拡 大 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】
図 ４ Ａ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 の 梃 子 先 端 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 、 図 ４ Ｂ は 、 図 ４ Ａ の 拡
大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
図 ５ Ａ は 、 本 発 明 の 他 の 変 形 実 施 形 態 の 梃 子 先 端 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 、 図 ５ Ｂ は 、 図 ５ Ａ
の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ６ Ａ は 、 本 発 明 の 別 の 変 形 実 施 形 態 の 梃 子 先 端 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 、 図 ６ Ｂ は 、 図 ６ Ａ
の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
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